
2024.1.19　定例幹部職員会議

くらし・環境部 環境局
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人と野生鳥獣の共生に向けた取組

中山間地域や森林地域の社会情勢の変化

野生鳥獣の増加・生息域の拡大

生態系への影響

樹皮を剥がされたミカンの木

農林業被害の増加 ニホンジカの過食圧により消滅した
ニッコウキスゲの群落

中山間地域などでは過疎化や農林業の担い手の減少等により、ニホンジカなどの野
生鳥獣が増加して、その生息域が拡大、生態系への影響や農林業被害が増加

問　題
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中山間地域の過疎化

農林業の担い手の減少・高齢化

荒廃した農地・森林の拡大
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ニホンジカの推定生息頭数・捕獲頭数及び農林業被害額の推移

令和４年度のニホンジカの推定生息頭数は、伊豆地域はピーク時の４２％、富士地
域は２４％減少（全国は16％減少）、捕獲を強化した効果が発現 
一方、農林業被害額は、ピーク時から半減したが、近年は、高止まりで推移

推定 捕獲 推定 捕獲

図１　ニホンジカの推定生息頭数と捕獲頭数の推移（単位：頭）

表１　ニホンジカによる農林業被害の推移（単位：百万円）

年 平成21 平成28 平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４

被害額 165 １２６ ７７ ６９ ６９ ８０ ７７ ８３

27,100 17,900

47,000

▲42％

▲24％

23,600

捕獲の強化
捕獲の強化

伊豆地域 富士地域
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ニホンジカ捕獲の課題

捕獲活動を積極的に展開してきたことにより、ニホンジカの警戒心が高まり、生息場
所が奥山に移動し、捕獲がこれまでのようには進まなくなっている状況

人間を見るとすぐに逃げ出す
銃の音に敏感になる
わなが設置されていた周辺の道を通
らなくなる

警戒心の高いニホンジカの特徴

生息場所を奥山に移動

捕獲効率が低下

奥山の生息頭数が増加

積極的な捕獲活動の展開

警戒心の高いニホンジカ(スレジカ）が増加

従来より捕獲範囲を広げ、生息密度の高い奥山
の捕獲を強化するとともに、新たにデジタル技術

等を活用した効果的な捕獲を促進 
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推定生息密度の増減（Ｒ３⇒Ｒ４）

増加

減少



奥山での捕獲の強化

生息密度が高い奥山において、捕獲区域の新設や範囲の拡大、捕獲頭数の増加、
隣接県等関係機関との連携等により、捕獲業務を強化

図２　生息密度及び捕獲困難地実施区域図

捕獲区域の新設・拡大 隣接県等関係機関との連携

箱根西麓・金時山地域

富士箱根伊豆国立公園箱根地域ニホンジカ管理協議会
（環境省・林野庁・静岡県・神奈川県・箱根町）において県
境付近の捕獲を推進

図３　富士箱根伊豆国立公園箱根地域ニホンジカ管理区域図5

①　捕獲後、写真を撮影
②　捕獲方法等を入力
③　スマホからピッと送信！

新たな技術を活用した効果的な捕獲

③　ＡＩにより画像解析、分布図作成（数字は頭数）
④　撮影翌日に、わなを設置

①　ドローンによる夜間調査
②　ニホンジカの生息状況を撮影

シカ　メス　

2020年11月25日捕獲

捕獲活動にドローンを活用した結果、仕掛けたわなにニホンジカが掛かった割合(捕獲効
率)は、県平均と比較して、約1.6倍に向上
民間会社と共同開発した携帯情報アプリ「HUNTER GO!」を活用し、蓄積した捕獲情報
を利用し、戦略的な捕獲活動を促進

⑤　集中的に捕獲

④　捕獲場所がピンに落ちる

ドローンによる生息状況調査 携帯情報アプリの活用
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頻発するクマ出没への対策

　今年度のクマの出没件数は１08件となり、統計のある平成２５年度以降で最多
　　行動範囲や推定生息頭数などを調査し、適切な保護と管理のあり方を検討

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

出没件数 24 15 25 24 53 24 41 82 21 108 

人身被害
件数 

0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 

表２　ツキノワグマの出没件数及び人身被害件数の推移

図４　ツキノワグマの出没状況マップ 図５　ツキノワグマ注意の啓発チラシ7


